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1) 3 次元多様体 (特 に 3 次元球面) 上の非特異 ス ⑨ 原 著
メ ー ル流の非遊走 点集合の テ ン プ レ ー ト 表現の保
流変換同値性 に つ い て研究 し て い る . これがで き
れば， 非遊走 点集合の Jo nes poly nomial の定義等
への応用 が期 待でトき る .
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笹野一洋 : ア メ リ カ ト ポ ロ ジ ー事情， 金沢大学
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